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イギリスの生徒 書道を学ぶ（今川中）

毛筆習字は初めての体験なので、と
ても珍しく、そして楽しく授業に参加
することガできましだ。
日本の友達力も、書いている「友」

という字の意味も教えてもらいましだ。

＊教育広報「かけはし」は資源保護の

ため再生紙を使用しています。
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［ウエストミンスター市立学校生徒の感想7
］ 学校の生活はイギリスともっと違うと思ってい 何もガも楽しかつだ。もっと巳程ガ延びだ琴 I 
| だがそれほど違わなガつだ。だれもガ親切で、 いと思つだ。 （女子生徒） 1 

| みんなは私と言舌をしたガったようだ。わくわくし | 
』 だ気分で、新しいことで一籾こなつだ。 時差ガあって大変だつだけれど、天気もよくホ | 
圃 ホストファミリーはとても親切で、家族の一員 ストファミリーも親切にしてくれだので、とても 軋

l として仲間に入れてくれだ。サラダやあでんガ好 よかった。巳本の文化ガしみこんだみだいだ。 I 
軋 きだつだ。日本の願も好き。なんでも素晴らしく 学校の授業での教え方は、イギリスと違ってい 軋| 楽しむことガできだ。だだ、日本のあ風呂の使い だが面白かっだ。ホスにファミリーは、とても親 I 

| 方が難しかつだ。いつもご馳走がだくさんでだガ、 切でよく助けてくれだ。洗濯までしてくれ、日本 』
1 あまりだくさん食べられないので残してしまうこ のあ風呂の使い方を教えてくれた。日本の料理で | 
l ともあつだ。 は、寿司が特に好きで、すき焼きもおいしかつだ。 ［ 
| 今回のプロワラムはとてもよガつだ。学校も楽 刺身は嫌いなものもあつだ。 | | しかつだので、もっと長く学校生活をしたかつだ。 軽井沢はとてもよかつだ。 5巳問ぐらいあると 1 

I 軽井沢はとてもよい企画だつだ。日本の田舎の様 よい。デイズニーランにも楽し力‘つだ。全体の日 軋［ 子を貝学する機会になつだ。 程をもつと延ばしてほしいと思う。 （男子生徒） 」
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＞ホストファミリーの感想

魯
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｀言葉や食べ物、生活環境の違う子供を受け入れ

ることは確かに大変なことでしだが終わってみ

れば教えられることガだくさんありました。例え

ば、自分の意見をはつきり表に出すという面は、

日本人の苦手と可るところであり貝習うべき点だ

と思いました。まだ塞本的な生活習慣や相手を思

いやるIじ＼はジェスチャーや態度で分ガりま可ガ、

会話することによって理解し得ることは計り知れ

ないと思いましだ。なかなかできない、可ばらし

い経験をさせていだだきましだ。ありガとうござ

いましだ。 CAさん）

受け入れる前の不安とは裏腹に、大変楽しい日；；；

を過ごすことができましだ。日本の生活を知って

もらう中で、こちらもだくさんのことを教えても

らいとても勉強になりましだ。大切なのは、たと

え言葉が分からなくても、相手を理解しようと努

ヵすることだと痛感しましだ。得難い貴重な経験

を与えていだだいたことを、、関係の皆様とわガ子

に感謝しだいと思いま可。 CBさん）

彼らは想像の世界で日本という国を認識してい

だのガ、このように短い期間であっても肌で感じ

ることができだと思います。そして、残されだ日

数が少なくなるにつれ、時間を貴重なものに感じ

Iじ＼が通じ合うようになりましだ。このような小さ

な交流ガ国同土の誤解や、争いのない平和な社会

に将来大きく貢献していくような気ガします。ま

だいつかきっと再会しだい、そう思う気持ちガ最

大の成果だと思います。最後になりましだガ、こ

のような貴重な体験を家族共々させていだだき、

教育委員会の諸先生方をはじめ、関係各位の万々

に厚くあ礼甲し上げます。 ccさん）
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干代田区立中学校生徒洒外交流教育の一環として、昨年秋には区内中学生代表がイギリスのウエストミン

スター市へ派選されました。ホームステイなどを適じて有意義な体験をしてきましだが、このことについて

は、「かけはし」 22• 23号でお知らせしだとありです。

交流教育ということで、去る5月11日に今回はウエストミンスター市立学校生徒代表1従う（男女各5名）ガ

来日し、肝秋渡英しだ中学生だちとの再会を果だしましだ。

干代田区滞在中の日程は下記のとおりですが、区内中学生の家庭でのホームステイを通じて日本の生活を

体験しだり、折からの神田祭では、飛び入りであ神輿まで担tJせてもらったりすることができましだ。まだ、

区内中学校の授業に参加したり、移動教室へ同行し残雪の浅間山を望みながら、目にしみるような新緑の軽

井沢を楽しんだりすることもできましだ。さらに、ホス1--中学生と一緒に東京デイズニーランドに行き、楽

しいひとときを過ごしましだ。期間中天候にも恵まれ、すべて予定通りに進められだことはなによりでした。

短い滞在期間ではありましだガ、若い彼らの心の中に「日本」をしつかりと焼き付けてくれだことと思いま

す。そして5月21日、全員無事イギリスに帰国していきましだ。
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5月11日（土） 16巳（木）
成田着・ホストファミリーとの対面式 （野鳥の森・浅間牧場・白糸の滝・宿舎）

12巳（日） i 17日（金）
神田祭の貝学 （群馬の森・区役所前帰着）

（昭和適りから秋葉原駅前広場） 18日（土）

13日（月） 各中学校で生活する

各中学校で生汚する 歓迎レセプション 19巴（日）
14日（火） 各家庭でホストファミリーと過ごす

各中学校で生活する 20日（月）

15日（水） 東京デイズニーランドの見学

九段中の軽井沢移動教室に同行する 21日（火）
（松井農園・懐古園・宿舎） 成田発 帰国の途へ
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昨年度ガら開始されだロンドン・ウエストミンスター市との洒外交流教育の一環として、ウエストミンス

ター市の派遍教員キャサリン・レイン先生が5月1日付で着任されましだ。

任期は 1年間で、主として区内中学校の英語指導や国際理解教育などに携わることになっています。その

他に巳本の伝統や文化、言語、生活習慣なども学んでい力れるそうです。どうぞよろしくあ願いします。

． __, 

日 本 の 印 象

私は5年前に1年閻、長崎で生活しだことガありますガ、 そのときに日

本という国に大変興昧を持ちましだ。だまだま派選教員の話ガあり早速希

望しましだ。日本はとてもきれいな国で、表面は西欧的ですガ、内面は伝

統的なところがだくさん貝られます。日本の子供だちは、ロンドンの子供

に比べて指導しやすいように思います。内気ですガ、あまり悪い行動もし

ないようです。だだ気になるのは、日本の学校には細ガい規則ガだくさん

あるので、 先生方はそれを守らせるだめに多くの時間ガ此要なのではない

力ということです。まだ、これガら外国の子供との交流も盛んになるでし

ょうが、大事なのはそれぞれの国の子供だちの共通点を見つけ、あ互いに

それを意識するようにすれば、親しさも一層増してくるものと思います。

来日して力ら既に3カ月近く経ちましだが、 現在住んでいる住宅はとて

も気に入っています。場所ガよく、 どこへ行くにも大変便利です。近くに

小さい店も多く、何でも買うことガできますガ、ロンドンで慣れていだスー

パーマーケットも懐力しくなることがあります。
、 ＿

▲懐古園でのひととき

教
育
委
員
会
で
は
、
人
口
減
少
や
少
子

化
に
伴
う
区
立
中
学
校
の
小
規
模
化
に
対

処
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に

貝
合
っ
だ
質
の
高
い
学
校
教
育
を
展
開
し

て
い
く
だ
め
に
は
、

中
学
校
の
適
正
規
模

化

・
適
正
配
置
は
、
避
け
て
通
れ
な
い
重

要
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
中
学
校
の
適
正
規
模
化

・
適
正

配
置
に
つ
い
て
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
問

に
も
、
様
々
な
ご
意
見
が
あ
る
と
こ
ろ
で

す。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
今
後
の
区
立

中
学
校
の
適
正
規
模
化

・
適
正
配
置
に
つ

い
て
、
区
民
関
係
者
な
ど
の
幅
広
い
ご
意

見
を
伺
っ
て
い
き
だ
い
と
考
え
て
あ
り
ま

可。
そ
こ
で
、
こ
の
度
、
今
川
中
学
校
、
練

成
中
学
校
の
学
区
域
に
あ
け
る
（
仮
称
）

第
三
中
学
校
に
関
す
る
懇
談
会
を
設
置
し

ま
し
だ
。

そ
の
発
足
の
会
は
、
去
る
六
月
士
二
巳

に
和
泉
小
学
校
で
開
か
れ
ま
し
だ
。
当
巳

は
、
午
後
三
時
に
開
会
、
自
己
紹
介
に
続

い
て
こ
れ
ま
で
の
適
正
配
置
に
対
す
る
取

り
組
み
の
経
過
や
今
後
の
懇
談
会
に
つ
い

て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
説
明
し
、
今
後

の
運
営
に
つ
い
て
話
し
合
い
ガ
行
わ
れ
ま

し
だ
。
次
回
は
教
育
委
員
会
が
関
速
の
資

（
仮
称
）

▲あ神輿わっしよい（神田祭）

料
な
ど
を
提
出
し
、
そ
れ
を
も
と
に
議
誦

を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
閉
会
し

ま
し
だ
。

懇
談
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
小
学
校
の
適

正
配
置
を
行
っ
だ
と
き
に
小
学
校
ご
と
に

で
き
た
協
議
会
の
関
係
者
を
は
じ
め
、
地

元
町
会
、
民
生

・
児
童
委
員
、
街
づ
く
り

協
議
会
委
員
、
青
少
年
委
員
、

中
学
校
同

窓
会
、
関
速
す
る
中
学
校
、
小
学
校
の

P

丁
A
関
係
者
な
ど
で
す
。

懇
談
会
に
お
け
る
議
論
の
内
容
に
つ
い

て
は
、

広
く
地
域
の
皆
さ
ん
に
あ
知
ら
せ

を
し
て
い
き
だ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
手
順
と
し
て
は
、
地
域
で
議
誦

し
て
い
だ
だ
い
た
上
で
、
区
長
部
局
と
も

隅
整
し
、
区
議
会
に
あ
い
て
も
議
誦
し
て

い
だ
だ
き
、
最
終
的
な
結
誦
を
得
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
も
中
学
校
の
適
正
配
置

に
つ
い
て
意
見

提
言
、
要
望
な
ど
を
あ

寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は

教
育
条
件
整
備
担
当
課

6
(
3
2
6
4
)
0
1
5
1内
3
1
2
1

第
三
中
学
校
に
関
す
る

懇

談

会

が

発

足

▲はんてんがよく似合うね（神田祭）

▲歓迎レセプションにて

▲浅間牧場でスケッチ ▲軽井沢宿舎での夕食

↓
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▲シンデレラ城を背景に ▲英会話の授業に参加 （九段中）
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記
憶
も
定
か
で
な
い
ほ
ど
、
何
十
年

か
ぶ
り
に
科
学
技
術
館
を
訪
れ
た
。
科

学
へ
の
興
味
•

関
心
は
人

一
倍
強
い
と

自
認
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
足
が
向

か
な
か
っ
た
。
今
回
訪
れ
た
の
は
、
六

月
二
日
、

N
H
K
で
放
映
さ
れ
た

「お
れ
は
日

本
の
ガ
リ
レ
オ
だ
ー
実
験
名
人
が
行
く
ー
」
を

観
た
の
が
動
機
で
あ
る
。

日
本
の
ガ
リ
レ
オ
は
、
米
村
博
治
郎
先
生
。

平
成
七
年
度
ま
で
都
立
小
金
井
北
高
校
で
物
理

を
指
導
し
二
年
生
の
学
級
担
任
だ

っ
た
が
、
今

年
の
三
月
に
四

一
歳
で
退
職
さ
れ
た
。
今
は
科

学
技
術
館
で

「
ワ
ー
ク
ス
」
と
い
う
展
示
場
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
し
た
り
、
各
地
区
の
科
学
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
出
か
け
た
り
し
て
、
子
供
た
ち

に
楽
し
い
物
理
実
験
を
演
示
し
て
い
る
。
先
生

の
退
職
に
当
た
っ
て
、
ク
ラ
ス
で
の
お
別
れ
の

あ
い
さ
つ
や
、
離
任
式
で
の
生
徒
代
表
の
贈
る

言
葉
に
は
、
先
生
の
温
か
な
人
柄
が
感
じ
ら
れ

感
動
的
な
シ
ー
ン
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。
米

村
先
生
の
生
き
方
や
人
柄
も
立
派
だ
が
、
物
理

教
師
の
仲
間
で
「
ガ
リ
レ
オ
工
房
」
と
い
う
研

究
会
を
組
織
し
、
楽
し
み
な
が
ら
科
学
の
原
理

が
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
様
々
な
実
験
を
工
夫

し
発
表
し
合

っ
て
研
究
を
深
め
て
き
た
こ
と
に

感
動
し
た
。
日
本
の
ガ
リ
レ
オ
と
言
わ
れ
る
の

は
こ
こ
か
ら
き
て
い
る
。

身
近
な
素
材
を
使
い
、
日
常
生
活
の
中
で
固

定
化
し
た
概
念
を
も
う

一
度
見
直
し
た
り
、
更

な
る
発
見
を
促
す
様
々
な
実
験
が
紹
介
さ
れ
た
。

二
つ
の
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク

コ
ッ
プ
と
ア
ル
ミ
ホ

， 
四
月
、
学
校
で
は
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
を
迎

え
て
新
学
期
が
始
ま
る
と
同
時
に
、
定
期
健
康

診
断
ガ
開
始
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
こ
の
健
診
ガ

六
月
ま
で
の
間
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
法
律
に

ょ
っ
て
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
こ
で
は
健
康
診
断
の
結
果
か
ら
、
最
近
の

子
供
だ
ち
の
体
の
特
徴
を
あ
げ
、
そ
れ
に
対
応

す
る
学
校
や
家
庭
の
在
り
方
に
つ
い
て
述
べ
て

み
だ
い
と
思
い
ま
す
。

一
子
供
の
歯
並
ぴ
の
乱
れ
が
増
加

あ
ご
が
小
さ
く
、
歯
並
び
ガ
乱
れ
、
口
を
大

き
く
開
け
ら
れ
な
い
子
供
が
目
立
っ
て
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

歯
の
大
き
さ
は
生
ま
れ
た
時
に
既
に
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
あ
ご
ガ
小
さ
く
な
れ
ば
歯
も
き
れ

い
に
並
び
き
れ
ず
、
当
然
、
歯
並
び
ガ
悪
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
可
。
歯
並
び
ガ
悪
い
と
歯
と
歯

の
間
に
食
ベ
ガ
す
が
残
り
、
不
潔
に
な
り
、
虫

歯
や
歯
肉
炎
に
な
り
や
す
く
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
発
音
も
不
明
瞭
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

あ
ご
の
発
育
の
悪
さ
の
原
因
は
、
も
の
を
よ

＜
謗
ま
な
い
こ
と
に
あ
る
よ
う
で
す
。

昔
の
科
学
館
は
展
示
が
中
心
で
、
解
説
を
読

み
な
が
ら
見
学
し
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。

今
は
、
製
作
し
た
作
品
で
遊
ぴ
、
も
の
に
触
れ

て
体
感
し
、
操
作
し
て
変
化
を
調
べ
る
展
示
が

中
心
で
、
飽
き
た
り
、
時
間
を
持
て
余
す
こ
と

は
な
い
。
多
く
の
小

・
中
学
生
が
嬉
嬉
と
し
て

見
学
し
て
い
る
。
私
も
五
階
の

「
ワ
ー
ク
ス
」

を
楽
し
み
に
し
て
い
た
が
、

二
階
か
ら
の
見
学

で
一一
時
間
程
が
す
ぐ
に
過
ぎ
て
し
ま

っ
た
。

イ
ル

で
ラ
イ
デ
ン
瓶
（
蓄
電
器
）
を
作
り
、

そ

こ
に
摩
擦
電
気
を
蓄
え
、
十
数
人
の
子
供
た
ち

が
手
を
つ
な
い
だ
輪
に
放
電
す
る
。
子
供
た
ち

は
奇
声
を
あ
げ
て
驚
き
、
感
動
し
、
電
気
の
流

れ
を
体
感
す
る
。
ガ
ラ
ス
で
ス
プ
リ
ン
グ
を
作

り
ガ
ラ
ス
の
弾
性
を
見
せ
た
り
、
段
ポ
ー
ル
箱

に
直
径
十
セ
ン
チ
程
の
穴
を
あ
け
て
空
気
砲
を

作
り
、
遊
び
を
通
し
て
科
学
に
興
味
と
関
心
を

持
た
せ
る
。

~ .. ~ •一― ―

▲耳鼻科の検診（番町」1)
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最
近
の
子
供
の
体
位
は
め
ざ
ま
し
く
向
上
し
、
小
学
校
六
年
生
で
も
身
長
が
大
人
を
し
の
ぐ
も
の
が
目

立
っ
て
き
ま
し
だ
。
し
か
し
、
体
位
の
向
上
が
即
、
健
康
で
強
靱
な
体
力
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
と
い

え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
回
は
、
最
近
の
子
供
の
健
康
や
体
力
の
実
態
・

傾
向
な
ど
に
つ
い
て
、
番
町
小
学
校
養
護
教
随
の
中
村
豊
子
先
生
に
説
明
し
て
い
だ
だ
き
ま
し
だ
。

よ
臨
む
」
と
い
う
こ
と
を
最
近
の
子
供
だ
ち

の
食
べ
物
の
面
ガ
ら
探
っ
て
み
る
と
、
あ
ま
り

磁
ま
な
く
て
も
い
い
メ
ニ
ュ
ー
の
出
現
に
原
因

ガ
あ
り
ま
す
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
ガ
、
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
と
電
子
レ
ン
ジ
で
加
熱
す
る
だ
け

の
レ
ト
ル
ト
食
0
0
0

で
す
。
こ
の
二
つ
の
共
通
点

は
、
軟
食
で
食
事
時
間
短
縮
と
い
う
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
脂
肪
ガ
多
く
繊
維
ガ
少

か
わ
ま
た
さ
だ
お

区
立
中
学
校
長
会
長

想随

き
ょ
う
い
く

な
く
味
付
け
も
濃
い
の
で
、
こ
の
メ
ニ
コ
ー
に
偏

り
過
ぎ
る
と
、
あ
ご
の
発
育
ば
か
り
で
な
く
、
子

供
の
成
人
病
を
引
き
起
こ
す
危
険
さ
え
あ
り
ま
す
。

学
校
結
食
で
も
、
歯
並
び
の
問
題
ガ
出
て
き

て
か
ら
は
献
立
に
工
夫
を
加
え
、
野
菜
、
煮
物

な
ど
瞼
み
ご
だ
え
の
あ
る
も
の
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
家
庭
に
お
い
て
も
、
瞼
む
こ
と
の
多

い
食
べ
物
で
、
素
材
か
ら
料
理
可
る
こ
と
ガ
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
よ
く
脳
み
、
ゆ
っ

く
り
と
時
間
を
か
け
て
食
事
を
す
る
こ
と
の
意

味
を
、
子
供
だ
ち
に
し
っ
か
り
考
え
さ
せ
た
い

も
の
で
す
。

ニ
ア
レ
ル
ギ
ー
が
増
え
た

ア
レ
ル
ギ
ー
は
こ
こ
十
年
余
り
の
う
ち
に
阻

分
と
身
近
な
病
気
に
な
っ
て
き
ま
し
だ
。
学
校

ぜ
ん
そ
く

で
見
ら
れ
る
症
状
と
し
て
は
、
「
揺
患
L

「
ア
ト
ピ

ー
性
皮
膚
炎
L

「
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
」
「
鼻
炎
L

「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
L

な
ど
で
す
。

一
般
に
小

・
中
学
生
の
四
十
％
、
高
校
生
の

三
十
％
ほ
ど
が
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
幼
児

・
児
童
で
は
、
食
事
と

家
ダ
ニ
、
大
気
汚
染
な
ど
が
大
き
な
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
学
校
で
は
、
教
室
で
の

動
物
の
鐙
育
や
環
境
整
備
に
つ
い
て
十
分
な
配

慮
を
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
も
、
除
去
食
を
作
る
な
ど
⑮
人
的
な

対
応
も
行
っ
て
い
ま
す
。

三
か
ら
だ
が
硬
い
子
供
た
ち

ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
の
結
果
か
ら
「
敏
捷
性
や

持
久
力
は
す
ぐ
れ
て
い
る
が
、
柔
軟
性
に
欠
け
、

箭
カ
ガ
低
下
し
て
い
る
。
」
と
い
う
子
供
の
実
態

ガ
貝
え
て
き
ま
す
。
最
近
の
子
供
だ
ち
は
、
ガ

ら
だ
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
方
ガ
下
手
な
せ
い
な

此
細
な
こ
と
で
転
ん
だ
り
、
落
ち
だ
り
、
さ
ら

「
ワ
ー
ク
ス
」
で
は
、
プ
ー
メ
ラ
ン
の
製
作、

二
、
三
人
の
子
供
が
入
れ
る
ジ

ャ
ン
ポ
シ

ャ
ポ

ン
柱
作
り
や
空
気
砲
で
の
遊
び
、
静
電
気
の
様
々

な
実
験
な
ど
で
、
自
由
に
活
動
で
き
る
。
ま
た
、

こ
の
日
は

「超
低
温
の
科
学
」「
放
射
線
と
遊
ぼ

う
」
「
楽
し
い
科
学
」
と
題
す
る
催
し
が
時
間
を

決
め
て
行
わ
れ
て
い
た
。
私
が
訪
れ
た
時
に
は

大
学
教
授
に
よ

っ
て
「
超
低
温
の
科
学
」
の
演

示
実
験
中
で
、

二
0
人
程
の
小
学
生
が
感
心
し

驚
愕
し
な
が
ら
学
習
し
て
い
た
。

若
者
の

「科
学
技
術
離
れ
」
や

「理
科
離
れ
」

が
叫
ば
れ
て
久
し
い
。
そ
の
根
拠
は
理
工
系
大

学
の
志
願
者
が
減

っ
た
こ
と
に
あ
る
ら
し
い
。

六
月
に
発
表
さ
れ
た
第
十
五
期
中
央
教
育
審
議

会
の
ま
と
め
「
科
学
技
術
の
発
展
と
教
育
」
の

項
目
で
は
、
小

・
中
学
生
の
理
科
離
れ
は
明
確

で
は
な
く
、
む
し
ろ
学
問
的
、
知
的
な
関
心
を

持
っ
て
問
題
を
真
剣
に
考
え
る
姿
勢
が
希
薄
に

な
っ

て
い
る
と
い
う

「
知
離
れ
」
現
象
が
生
じ

て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
「
知
離
れ
」
は
理
科

教
育
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
理
科
で
は
、

問
題
を
発
見
し
、
解
決
し
て
い
く
問
題
解
決
学

習
や
体
験
学
習
を
重
視
し
た
い
。
そ
し
て
、
身

近
な
索
材
を
使
い
楽
し
い
実
験

・
観
察
を
通
し

て
、
感
動
を
覚
え
、
疑
問
を
感
じ
、
推
理
す
る

喜
ぴ
を
味
あ
わ
せ
て
、
科
学
的
要
素
を
育
成
し

て
い
き
た
い
。

編

集

一後
一記

ヽ

に
、
そ
う
い
う
時
に
す
ぐ
手
が
出
な
い
だ
め
に

大
け
ガ
に
な
っ
て
し
ま
う
傾
向
ガ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
防
御
動
作
ガ
身
に
つ
い
て
い
な
い
こ
と

を
証
明
し
て
い
ま
す
。
子
供
だ
ち
に
、
け
ガ
を

し
な
い
よ
う
な
身
の
こ
な
し
や
受
け
身
の
仕
方

を
つ
け
る
だ
め
に
は
、
や
は
り
外
で
の
自
由
な

遊
び
を
多
く
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

土
・
日
曜
巳
に
は
校
庭
開
放
も
あ
り
、
子
供
だ

ち
の
遊
び
場
を
保
証
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
安

全
で
仲
間
の
い
る
遊
び
場
を
大
い
に
利
用
し
て
、

ガ
ら
だ
を
動
ガ
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

健
康
診
断
や
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
の
面
ガ
ら
、

現
代
の
子
供
だ
ち
の
か
ら
だ
や
運
動
機
能
に
つ

い
て
の
問
題
点
を
あ
げ
て
み
ま
し
だ
。
こ
の
よ

う
な
問
題
点
を
ク
リ
ア
可
る
た
め
に
、
学
校
と

家
庭
の
造
携
ガ
と
り
わ
け
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

間
も
な
く
子
供
た
ち
は
夏
休
み
に
入
り
ま
す
。

暑
い
夏
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
健
康
で
強
い
体

力
を
身
に
付
け
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。
育
ち
盛

り
の
子
供
た
ち
に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
生
活

と
、
適
度
の
運
動
を
心
掛
る
こ
と
を
、
家
庭
で

話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
今
回
派
遣
さ
れ
て
き
た
ウ
エ
ス
ト
ミ

ン
ス
タ
ー
の
生
徒
た
ち
は
、
神
田
祭
で
日
本
の

文
化
に
触
れ
、
軽
井
沢
移
動
教
室
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
で
は
生
徒
同
士
の
友
情
を
深
め
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
で
は
心
温
ま
る
も
て
な
し
を
受
け
る

な
ど
、
多
く
の
経
験
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
交
流
を
機
に
、
今
後
も
日
本
と
イ
ギ
リ

ス
の
生
徒
の
き
ず
な
が
よ
り
一
層
深
ま
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
始
ま
る
夏
休
み
は
、
楽
し
い
思
い

出
を
残
せ
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
索
晴
ら
し
い

経
験
を
し
て
、
二
学
期
を
元
気
に
迎
え
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

な
お
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
す
る
予
定
の
千

代
田
区
の
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
今
回
紙
面
の

都
合
上
紹
介
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
か
け
は
し
」
に
つ
い
て
の
ご
意
見

・
ご
感
想

・

ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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▲奈良公圏の鹿と(-橋中）-..... 

▲清水寺にて（練成中）

▲浅間牧場にて（九段中）

▲あいし力‘つだ奈良のそうめん（麹町中）

▲南禅寺で座禅（今川中）

一言事事事~ー＿ m -｀  ｀—-エ｀叩ーて..,-. `貫

▲濡恋でジャガイモの桓付け（麹町」1)

自然に栄ぶ
嬬恋自然体験交流教＇室（小 5)

箱根移動教室（小6)

軽井沢移動教室（中 1)

▲箱根で寄木細工の実演を見学（九段小）
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